
古河電池株式会社の事業適応計画のポイント

• 当社は脱炭素社会への貢献を中期経営計画の重要課題の一つとして捉えており、2025年にCO2排出量を2017年比で
25%削減する目標を掲げております。

• 今回の計画では、生産拠点への太陽光発電設備の導入により、生産工程・充電工程で排出されるCO2を削減することで、
付加価値の創出と環境への負荷低減の両立を図ります。

2022年11月18日

１．事業適応計画の実施期間
2022年11月～2024年3月

２．生産性向上目標
炭素生産性を20.2%向上させる。

３．前向きな取組の内容
エフビー工場、今市事業所及び富山工場への太
陽光発電設備の導入により、電力消費に係る
CO2排出量を488t削減する。

４．支援措置
税制措置（カーボンニュートラルに向けた投資促進
税制）

＜太陽光発電設備が導入される生産拠点＞

＜エフビー工場＞

＜今市事業所＞

＜富山工場＞


